




































































































5 ） 東井義雄「『綴方行動』と私」『運動と歴史 生活綴方』第七号、1979年 4 月。拙稿「教育者として、仏教
者として」『〈主体性〉概念を基軸とした日本近代化過程における〈自己〉造形に関する学際的研究所収、（科
学研究費による研究成果論集、京都工芸繊維大学、2015年）を参照。







































9） 本節「生活綴方と「戦後日本の思想」は拙稿「生活綴方運動と民衆の思想 - 鶴見俊輔の東井義雄論を中
心に」（『戦後日本思想と知識人の役割』所収、法律文化社、2015年）を参考に執筆した。本稿のテーマに
必要な内容について拙稿を利用して概観した。



































































































































































































































































































































40） 同「著作集『第 2巻』解題」『東井義雄著作集　第 2巻』（明治図書、1972年）265頁



















































































・同「よくぞ私が…」『運動と歴史 生活綴方』第二号、1977年 9 月











2015年 3 月、49号2016年 3 月
・前田晶子「教師と教育言説：東井義雄の『いのち』概念をめぐって」『鹿児島大学教育学部教育実
践研究紀要』第18巻、2008年
・丸山真男『日本の思想』岩波書店、1961年
・八鹿町教育委員会・東井義雄先生を偲ぶ会編『心を育てる教育　東井義雄先生』八鹿町教育委員
会、1998年
－  　　－15
東井義雄における「善意の哲学」（長妻）
